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翫τ糊（・） 太陽観測上の注意

　山畑薮の数へ方　黒鮎群の分け方に比して，数の数へ方は饗易である．2Pち，ペナンブ

ラ（！ド晴部）の数を片つばしから，見落し無き様叉二度鍛へたぜぬ様注意じながら，使Jlj2、“

械で見分けられる丈けの数な正確に計数すれば良いのである・ペンナブラな有しナよいアン

プラ（嗜部）も勿論一個こ記録する，最も注意ずべき事は，一つのべンナブラの中に・数個

或Cl＋敷個のアンブラがあっても，．そtiCt一個ミ記録すろ事である・叉アンブラが無く・

ベナン7ラのみのものも一個ミ記録すろ．X，大きい細長い黒黙で・ペナンブラの中央部

が盛れて今にも切れさうになってみてt，ごく縦曲りさへしてかれ1物1論一個ミして記

録する．これご似f：現象で，大黒貼が爽達の趣限に達すろt，其黒血の中央部に，．bニナン

プラ，アンブラ碩、・て，艶のブリッヂ（橋）がか・ろ事がある・この揚合其ブリッヂが

黒貼へ’縞麗に二個に分けてしまつれら二個こ記録すうが，黒黙か横簡ぜすに蓮りが出來て

かれば先に記しれ様に一個日記録しなければ蘇らブよい．こう云ふ風に数へて行って・各群

毎のん（が計数出馨れば，聖日の黒旗群の合計ご黒旗数の合計な観測用紙に記入しておく．

尤もこれは簡略法で，馴移・ば，各群の笠幡設けて，煩悩群1二に敷何個ミ詳しく記録し・

其合計な合計欄に記録ずろのが正しいのである．

　相封敬の算出法　和忌数は，黒丸活動々表示すろ指数で，群た9・撒たfSして・r（相

塁繊）一．k（109＋f）796式一¢言卜算すろ．脇黒聯娘師101苦しこれ1こ黒蝋合計繍

へ，これに舶の鰍k（器械の大・」・，眼の良否等によう）峡じt・tのが糊数であろ・

但し各自の鮪ににkル働記す，」’！　109＋f泌計算隔て用紙の棚緻欄i：記入

しておけば良い，一例か示すご，群が7で，救が58あろ血合は10×7＋58＝・128ミtgる・

白斑の記録白斑（又は三紋ご云はれろ）に，太踊の購に於て・特1こ口二藍出田

る．3細蟹の口裡でに目す認め難レ・が，5糎に謀れば明瞭に見えろ・不定形で・黒口程明

瞭でな、・から群緻へろ．記録言去‘tgstWi：何群，血縁に鱗に言巳録して以如けで良い・

白斑にも時々奇天烈な形態たしt：ものが現にれうから，黒冥胴様侮來ろ丈けスケッチな取

るtkにするご良、・．通常，鷹羅の胴に大’〈…Pftmsしてゐうが・こららも鞠に出ろ事

もあろ，

其他の儲儲欄にに識の撫やヲく憾言巳入すろ事・X鋤て大きいものミカ●vaつ

療黒鮎，白斑等が出現すれば記入しておけば良い・

醐絆球の事理太陽酬に於て，恐らく全部のb’」iが困られろ問ewこらう・誤って

託しア・が爲に，南牛球1二　巳録すべ灘鵬捌ヒ牛球臥れか）・瓢大して講駅も
ないのt・，’ q@1・澱脚1現しt・S・■一って騒いだりけ例丈良くa・6・　’it・」北得の決定

は：・充分L納得」し唱ておかねは1すよらアよい・

靴牛球の決定は，獺乾楓・ようのが温正確ノごが，眼伽には円融よvJも投映法

による方が正しく決定鋤來る．本曲太陽課員長野縣の沓掛氏は・10ilgJM折に投映法炬用ひ

て，永年正い欄占の緯麟記録報告されてるろ．依て，今ここでも・撒法によ記法

娩細・すろ．直融映こちらによるt・　して・“，本町行の「太陽面纒縫度圖」鞭用
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鰐撫獺野繍1・瓢三二空回灘醍込㍗1㍗
・の・・ビ1・f・ll］…太陽像が’o彩蛭に撒される舳こ投映泌鏡筒からの支秘こ

麟・・方法で峨（・の獄板のみ舳剛榔ろ様燃イ上更糊する…、で
準備は完了，

「太陥購圖蜘太陽の贈げの騨の傾き嫉してあろから・工法は鰍髄
嚇・・像・帽・醐渕卜す礁このま’投llSetNl：’ltl“t；’（bl；ljする’蜘來・ll、、

1繰一難鍔1麟撚難1
椥・太陽搬映しつつ一・・巳の圓械ビアこビ1勧諌1嚇泉が・この鱗糸に合ふ様、，：

・かクyツア’で棚繊する・その｛t　’〈”この鰍の1駄」：1二映ってゐ鞭噺，、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　こttで蜘蛛綱梛鮒の仏k醗巳録輌こ置を鉛筆で素早く且正しく一rIクすろ．

事・…猟・れは顛反“，“　q）像であるから・＝嘲嫉1面iか蜆す二のが職・（・h：弄里、こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　e）　llMの繭糸晶出（顛の購のt・q’）・・…・身1楯ようミ同楼の）太陽両であろ．故に二

i：A・　（1　tf・冶1丈助に茜1週魍既出概纏蟹堕腿塑1」堪幻働窯っ

知る職の嚥に治せ・・か～ば嚇もビツ〃リイ｝『轍ば〃リツ・動勘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ暖遡型1面訴壁哩富里が・期のTFrい麹墜聖・1“・、、ヒ1、
劇・鵬・繊が正し棚瞭剛明すろ・即ら・太陽の醍んで行鋤姥口・物
ば・上側bH“j，下側が北1こ篇睾であろ・今｝齢∫’20日）梱示してお瞭か・熱

れ，重い．圃中1’；“r

線は見取圃の東西

線（即ち蜘蛛糸ご

同じ）で，　これ在・

APR．20の臼盛に

イ訓弍ぜろご1ヴW’

線が正しい赤道で

A群は．最初北1球W　　　　　　　　　　 ，

だこ見えゴこが，正

しくは南雫球であ

る9；カ｛．7，1］る．叉C

群に随分1古渡に　“ti　’

｝見れ，てるる事もSJ　lj

る．直．観法では，

こうしても不正確

になるの疫・免れない．（ノじ）　（伊達）
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